
車両規則
1.参加車輛について
参加車輛はデルタ・エンタープライズ製「スーパーミニバイク74Daijiro」です。
ライダーの装備重量（ヘルメットなど装備込みの体重）が３５kg以上の場合はデルタ・
エンタープライズ製・ハーフ・エンジン（５０cc）の使用が認められます。その際レ
ザースーツ・シューズなどの装備におもりを取り付けて重量を増加させることは認めら
れません。
2.部品交換について
オプションパーツを含めデルタ・エンタープライズが販売している部品の交換は認めら
れます。

3.部品変更について
次の部品については変更が認められます。
【エンジン関係】
・キャブレターのメインジェット
・エキスパートクラスは15φOPキャブレターの使用が認められる。
・バンビーノクラス、フレッシュマンクラスは、新車に標準装備の13φキャブレターに限
る。
※2017年より新車には13φキャブレターが採用されています。フレームNo,1006以降
【車体関係】
・スプロケット及びチェーン
・ハンドル、グリップ
・ステップ
・クロスメンバースタットボルトへのワッシャー・カラー追加（３ｍｍ以内）
【その他全般】
・ボルト・ナット類（ただしアルミ製およびチタン製は使用できません）
上記以外の部品については、変更・追加・取り外し・加工（切る・貼る・削る）など一
切認められません。
判断が難しい場合にはあらかじめ主催者に確認することをおすすめします。
4.ゼッケンについて
レースで使用するゼッケンは黒ベース白文字でフロントカウルの中央に取り付けてくだ
さい。字体はゴシック体を推奨し、これに近似した字体のみ使用できます。ゼッケン貼
付位置はフロント１箇所。リア２箇所。（生駒杯では視認性に問題ない場合に限り、ベース、文字

色問わず。）

5.その他
磨耗限度を越えたタイヤの使用、使用限度を超えた部品の使用、安全なスペースを確保
できないハンドル角度、突起物など主催者が危険と判断した状態のまま走行することは
できません。
※車輛規則に違反した場合のペナルティーおよび主催者の権限については各主催者が定
める大会規則に準じます。
７４Ｄａｉｊｉｒｏ 車両規則変更点について

2024

https://www.daijiro.net/74news/2022/08/3081/


特別規則 【令和６年】

２０２４年度、ライディングスポーツ生駒杯では７４Ｄａｉｊｉｒｏ / ７４ビギナー（参考タイム37秒
～） / ７４バンビーノ（参考タイム42秒～）の３クラスを開催する。

・主催者は安全且つ公平な大会運営の為に、タイムはあくまで参考で記載していますが、必ずしもこの
限りではありません。（例：1周42秒を切るライダーが初参加の場合バンビーノクラスへの参加を認め
る等）
・バンビーノクラス・ビギナークラスにおいて優勝且つ基準タイムを切った場合は次回より同クラスへ
の参加は原則認めない
・７４Ｄａｉｊｉｒｏクラスの参加台数が６台以上の場合は単独開催とする
・７４Ｄａｉｊｉｒｏクラスの参加台数が６台未満の場合は、７４ビギナークラスとの混走とする
・2022年度よりシートゼッケンを義務付ける （前方・左右の３か所）※図参照
・７４バンビーノクラスは単独開催とする。（エキシビジョンクラスとして位置づける）
・７４バンビーノクラス決勝スタート時のフライングに対してはペナルティーを科さず、厳重注意とす
る。ただしフライングが行為的なものと主催者と競技長が判断した場合にはペナルティーを科す場合
がある。

その他記載のない問題が提起された場合は、参加者の技量やレース経験値などにより、主催者と競技長
で最終判断を下す。

・コース内にガソリンを持ち込み給油は禁止といたしますので、出走前に必ず給油を行ってください。
・場内での車輪のついた遊具の持ち込みは禁止です。
・コンクリートウォールやクラッシュパッドの上に乗ったり、物を置くことは禁止します。

ベーターピンを結束

７４ゼッケン装着位置 前方・左右の３か所とする

７４計測器取付位置と
ベーターピンロック給油・整備時のマット使用を義務付けとしました

http://www.sportslandikoma.jp/pnews/popup.php?id=59133603e0edbf3789


――――――― エントリー方法 ――――――――

■ エントリー用紙記入 ※所定の用紙を窓口にて1シー
ズン1枚ご記入いただきます要印鑑)

■ エントリー情報入力フォーム ※大会毎にURLが変
更になり、参加ごとに情報入力必須となります
【このフォーム内で送信されたお客様情報に基づき、大
会の選手登録を行います】

①エントリー用紙は所定の様式があり、サーキット受付
にて御用意致しておりますので年間１枚のご記入が必須
となります。
②併せて「エントリー情報入力フォーム 」も必須となり
ます。(※送信が確認できない方はエントリーが受理されません)

③エントリー締切までにエントリー費の払い込みをお願
いします。（窓口or郵便局 現金書留クレジット決済送
付）
⑤入力フォームからエントリー完了後、キャンセルされ
た場合でも返金はいたしかねます。

――――――― 保険の加入について ―――――――

※レースに出場される方は必ず保険の加入が必要となり
ます◎ライスポRSM保険or◎生駒スポーツ安全保険

現金書留窓口エントリーWEB決済

PC・スマホ サーキット受付 郵便局



世界で戦う74DAIJIRO出身の選手（2021～2024）

2022年MotoGP MOTO3 古里太陽選手（Honda Team Asia）

2022年Idemitsu Asia Talent Cup

彌榮郡選手、若松怜選手、小田喜阿門選手、江澤伸哉選手、ターナー健人、

竹本倫太郎選手、高平理智選手、池上聖竜選手、アルフォンシダキューガン、その他

多くの74OBが国内外で活躍していますので応援よろしくお願いします。

過去に生駒で行われた74Daijiroの大会

キッズモト甲子園サイトはこちら
レース動画も見れます

第1回 KID'S MOTO甲子園（2014.8.24開催）
第2回 KID'S MOTO甲子園（2015.3.29開催）
第3回 KID'S MOTO甲子園（2015.8.2開催）

KTCpresents 74GP（2017.7.16開催）

先輩たちの背中を追って目指せ MotoGP！

https://sites.google.com/site/kidsmotokoshien/


阪奈道路から車両進入動画

スポーツランド生駒HP

コース図

スポーツランド生駒
〒575-0014 大阪府四條畷市上田原１１３９

Google地図

コース 全長603m 幅員8～9.5m 最大直線長120m

銭湯
◆音の花温泉(ねのはなおんせん) https://nenohana.com/

24時間営業の食料品販売店
◆スーパーセンタートライアル宝来店

住所：奈良県奈良市宝来3丁目11－9

◆ホームセンターコーナン生駒店

◆スーパーコープ （コーナン隣）

◆ローソン 生駒俵口町店
住所：奈良県生駒市俵口町１０８４−１

●有人のガソリンスタンド2か所
（携行缶給油可能時間帯は9時～19時。要免許証。）

近隣のお店情報

〒630-0211 奈良県生駒市桜ケ丘３−５０
電話番号： 0743-74-2402

https://www.youtube.com/watch?v=SyeaXtmcGvc
http://www.sportslandikoma.jp/
http://www.sportslandikoma.jp/courseprint.pdf
https://goo.gl/maps/P3VSyXMBDAHGqVXW9


『74Daijiro』は、「子供たちのためにオリジナルのバイクを作り
たい」という大治郎の夢を実現するために、父親である加藤隆氏
が中心となって、子供たちがより安全に楽しくレースをはじめら
れるようにと開発されたマシンです。しかし、ただの子供のため
の乗り物ではありません。
74Daijiroのレース参加者たちは、毎週末、家族でサーキットに向
かい、練習を重ねています。
レースに参加するのはライダー（子供）だけではありません、お
父さんはメカニックであり、チーム監督でもあります。お母さん
はチームマネージャー、チームスタッフとしてライダーをサポ ー
トします。レーシングチームは、家族が力を合わせなくては運営
できません、まして、ライダーだけでは走ることもできないので
す。サーキットに向かう家族はこうしてお互いの絆を深め、
『チーム』として成長していくのです。
レースに参加する家族は「毎週末、家族でキャンプに行くような
もの」「バイクに乗っている間は毎週末親子で遊べるんだ」と笑
顔を見せます。親子の関係が希薄になっていく、現代社会におい
て「74Daijiro」は絶好の親子のコミュニケーションツールです。
皆さんも家族で遊んでみてください。



場内・敷地内では使用禁止です

場内は多くの人が通行するほか、車が出入りする事があり、
転倒や衝突、または他の人にケガをさせる危険がありま
す。
これら遊具は使用できません。

違反や不注意などによって他の人に危害損害を与えた場合は加害者の過失に基
づいた賠償責任が発生いたします。

保護者の方へ
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